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1. はじめに



市街地の道路空間を取り巻く動向

都市計画行政 道路行政

ウォーカブルなまちづくり 歩行者中心の道路空間再構築

人間本位の道路空間のデザイン・マネジメント

ウォーカブル推進事業

官民連携まちなか再生推進事業

歩行者利便増進道路

道路占用のコロナ特例



シェアも視野に入れた道路空間再編の動き

サンキタ通り（神戸市）

船場高麗橋通（大阪市）

長門湯本温泉（長門市）

飛鳥乃湯泉前（松山市）



Schubertstraße (Graz)

欧州におけるシェアドスペースの展開

Marktplat (Schönebeck)De Kaden (Drachten)

New Road (Brighton)



本研究の目的

本研究では、歩車共存型道路空間のデザイン・マネジメント手法の構築に向

けて、以下の３つの事項を実施する。

① 欧州におけるシェアドスペースのコンセプトに基づいて計画・設計さ

れた道路空間の利用実態について、動画解析を行う。

② 国内における歩車共存型道路空間の先行事例である山代温泉総湯周辺、

道後温泉駅前、及び祐天寺駅前広場の利用実態について、動画解析を

行う。

③ 研究代表者・共同研究者が関わるフィールド（京都・三条通、会津若

松・大町通り）において実施する歩車共存化の社会実験について、交

通調査・効果検証を行う。



2. 欧州先進事例の利用実態分析
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調査の対象地

交差点型

Skavallertorget (Norrköping)

St. Olavs Plass (Oslo)

Gosford Street (Coventry)

Fountain Place (Poynton)



調査の対象地

単路型

Rengerslaan (Leeuwarden)Fishergate (Preston)

Astraat (Groningen)Exhibition Road (London)



調査の実施
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360度カメラ

GoPro

横断歩道等

乱横断箇所

自動車の進入経路

歩行者の進入経路

交差点型

Skavallertorget (Norrköping)

横断歩道・マナー横断帯がある場合



調査の実施

360度カメラ

GoPro

横断歩道等

乱横断箇所

自動車の進入経路

歩行者の進入経路

交差点型

Wirdumerdijk (Leeuwarden)
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ラウンドアバウトの場合
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調査の実施

360度カメラ

GoPro

横断歩道等

乱横断箇所

自動車の進入経路

歩行者の進入経路

交差点型

Leonard Circus (London)

横断箇所が示されていない場合



調査の実施

1 3 5 7
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a2 4 6

360度カメラ

GoPro

横断歩道等

乱横断箇所

自動車の進入経路

歩行者の進入経路

単路型

Fishergate (Preston)

横断歩道・マナー横断帯がある場合



調査の実施

A

a
b

B

D

C

360度カメラ

GoPro

横断歩道等

乱横断箇所

自動車の進入経路

歩行者の進入経路

単路型

Exhibition Road (London)

横断箇所が示されていない場合



調査の結果
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調査の結果

• 自動車の平均速度は、いずれも30km/h以下で、約半数が20km/h以下という結果

になった。また、St. Olavs Plassでは進入時と通過中で大幅な減速が生じているこ

とが分かった。

• 自動車交通量は、 Fountain Place（Poynton）の 1952台 /時が最も多く、

Skvallertorget（Norrköping）の1095台/時、Elwick Squareの925台/時がこれに次

いで多かった。歩行者通行量は、Seven Dials（London）の5410人/時が最も多く、

Exhibition Road（London）の2392人/時、Fishergate（Preston）の2292人/時、

Corbal x Roffignac（Pontevedra）の2079人/時がこれに次いで多かった。横断者

数についても、Seven Dials（London）の1878人/時が最も多く、Corbal x 

Roffignac（Pontevedra）の1074人/時がこれに次いで多かった。

• 横断時の歩行者優先率については、自動車と歩行者が交錯した場合に着目すると、

Fountain Place（Poynton, 1953台/h）が100%で最も高く、Kimbrose Square

（Gloucester, 836台/h）の96.9%、Skvallertorget（Norrköping, 1095台/h）の

93.1%がこれに次いで高かった。自動車交通量が多い道路においても、空間構成

やデザイン・マネジメントの工夫により、歩行者優先を実現できることが分かる。



調査の結果



調査の結果

グループ１

グループ２

グループ３

グループ４



調査の結果

• Skvallertorget （ Norrköping ） や Kimbrose Square （ Gloucester ） 、 Fountain Place

（Poynton）のように、歩行者はそのまま通行し、自動車が停止する場合、いずれも歩行者

優先率が90%以上と高い値となっていた。また、これらに準ずるグループとして、

Centralplan（Värnamo）、Kongsgårdbakken（Stavanger）、Elwick Square（Ashford）にお

いても、自動車の停止率が比較的高く、歩行者優先率が約85%と高い値を示していた。

グループ１



調査の結果

グループ１ Skavallertorget (Norrköping)



調査の結果

• Rengerslaan（Leeuwarden）やExhibition Road（London）、Seven Dials（London）、

Gosford Street（Coventry）、Fishergate（Preston）、Av. Marina y Montoto（A Coruña）

のように、自動車がそのまま通行し、歩行者が停止する場合においては、いずれも歩行者優

先率が10%以下と低い値となっていた。なお、Leonard Circus（London）も歩行者の停止

率が高いものの、減速する自動車の割合が上記３事例よりも高いため、歩行者優先率は20%

とやや高い値を示していた。

グループ２



調査の結果

グループ２ Exhibition Road (London)



調査の結果

• Fiskaretorget（Västervik）やSt. Olavs Plass（Oslo）、Strøket（Asker）、Wirdumerdijk

（Leeuwarden）のように、歩行者の約半数がそのまま通行し、自動車の約半数がそのまま

又は減速して通行する事例においては、歩行者優先率が約50%という値となっていた。

グループ３



調査の結果

グループ３ Fiskaretorget (Västervik)



調査の結果

• 特異な事例として、徐行の割合が高いCorbal x Roffignac（Pontevedra）では、多様な歩行

者の挙動が見られ、歩行者優先率は約30%という値を示していた。

グループ４



調査の結果

グループ４ Corbal x Roffignac (Pontevedra)



3. 国内先行事例の利用実態分析



調査の対象地

山代温泉総湯周辺 道後温泉駅前

【特徴】

• バスのみ通行可能な歩車共存

• フラット

• 異なる色の舗装で歩車道を区別

• ボラードあり

【特徴】

• 一般車両通行可能な歩車共存

• フラット

• 同色の舗装で統一・境界部のみ区別

• ボラードあり



調査の対象地

山代温泉総湯周辺

古総湯



調査の実施

道後温泉駅前 歩行者主動線

至商店街



調査の結果

減速 そのまま

①

②

ほとんど停止せず、ブレーキを踏まない車も多い

山代温泉総湯周辺

ブレーキの有無



調査の結果

～25km/hの割合が多い

25~35km/h~25km/h ~25km/h~20km/h~15km/h

進入前後の速度分布

＊平日13時～14時のスピード調査は，スピードガンの不調により参考値

進入前 進入後

①

②

山代温泉総湯周辺

25km/h～の割合が多い



調査の結果

車が先 歩行者が足早 歩行者そのまま

63.4 2.4 34.1

挙動(休日14:30-15:30)

山代温泉総湯周辺



調査の結果

減速

減速する自動車が大半を占めている

道後温泉駅前

ブレーキの有無



調査の結果

～15km/hが多い一方、

20km/h～も多い

~15km/h 20~30km/h ~15km/h ~20km/h

ほぼ全ての自動車が～20km/hまで減速

進入前 進入後

進入前後の速度分布

道後温泉駅前



調査の結果

道後温泉駅

カラクリ時計

アーケード

道後温泉駅

アーケード → 路線バス

→ 一般車

車が先 歩行者が足早 歩行者そのまま

35.0 11.7 53.3

挙動(休日15:00-16:00)

道後温泉駅前



調査の結果

比較分析

停止率高い 速度遅い歩行者優先

停止率低い

自動車優先 速度早い



調査の結果

山代温泉 道後温泉

速い⇒普通 普通⇒遅い

スピード出やすい

進入部の形状

自動車優先

進入時の右左折で

スピード減速

歩行者優先

交通島型

横断歩道ナシ

譲
り
合
い

横
断
方
法

全体的に乱横断 横断箇所が集中

T字路型

バスのみ横断歩道ナシ

比較分析



4. 社会実験における効果検証



調査の対象地

京都・三条通

会津若松・大町通り

三条通で遊んでみよし

大町通りマルシェ

社
会
実
験



実験の実施（京都・三条通）



実験の実施（京都・三条通）



実験の実施（京都・三条通）

まったりしてみよし

ほっこりしてみよし

遊んでみよし



調査の実施（京都・三条通）

【道路の位置区分】

① 路側帯（従来の歩行空間）

② 路側帯の側（車両が通過した際に、すぐに路側帯に移動

できる位置として、人の肩幅分（0.4m）の幅を想定）

③ 車道（（道路幅(6.8m)－路側帯幅×2-0.4×2）ｍを想定）

計測箇所



調査の結果（京都・三条通）

• 社会実験を実施したことで、わずかながらも歩行者通行量は増加した

• 交通規制されていない区間で検証を行ったが、周辺における交通規制や沿道にお

ける什器類の設置により、特定の時間帯で歩行者通行量の顕著な増加がみられた

通行量調査

全体平均 時間帯別



調査の結果（京都・三条通）

通行位置調査



調査の結果（京都・三条通）

回避行動の調査

• 回避行動をとる歩行者の割合が、実験時には大幅に増加した。（交通規制により、

実験時における車道や区画線付近を歩いている歩行者の人数が増えたため）

• 回避行動をとる車両の割合が、実験時には大幅に減少した。（調査対象地は交通

規制区間ではないものの、周辺における交通規制が大きく左右した）

黒字：実験時（赤字：平常時）



調査の結果（京都・三条通）

速度調査

平常時 実験時

• 歩行者のいる空間を車両が通過する際、約８割の車両が減速している

• 実験時と平常時で比較すると、実験時の方が減速する車両の割合が多い

• これは、車道もしくは路側帯の側を歩く歩行者が、平常時と比べて社会実験時

の方が多いことが要因として考えられる



• 歩行者通行量が多い都心部の街路においては、道路上や沿道の空地を活用した賑

わいコンテンツの展開により、様々なアクティビティを創出することができる一

方、全体的な歩行者通行量についてはそれほど大きな変化が生まれない。

• 平常時に比べて実験時の方が、路側帯を歩く人の割合がやや減少し、車道もしく

は路側帯の側を歩く歩行者の割合がやや増加したことから、通過交通の抑制や賑

わいコンテンツの展開により、歩行者中心の道路空間が創出できる。

• 実験時の方が減速している車両の割合が多くなっていることから、実験時におい

ては、車道もしくは路側帯の側を歩く歩行者が平常時と比べて多くなることで、

自動車の速度が抑制されるものと推測される。

• 実験時は、回避行動をとる車両の割合が大幅に減少しているのに対し、回避行動

をとる歩行者の割合が大幅に増加していることが分かった。これは、交通規制の

実施によって、実験時における車道もしくは路側帯を歩いている歩行者の人数が

増えたことによるものと考えられる。

調査の結果（京都・三条通）



安心・快適な歩行環境の確保

賑わいづくりの定常化

空き店舗・空き地の増加

自動車の抜け道利用・速度超過

実験の実施（会津若松・大町通り）

まちづくりの課題



実験の実施（会津若松・大町通り）

2つの特性の異なる交通検証エリアで実験

（エリア間の距離は約150mあるも、相互に視認可能）

子
供
向
け

施
設

P

P

神
社

P

PP

P

P

交通検証エリア 賑わい創出エリア

画像引用：Google Map

約150ｍ熊野神社前 ロータス前

• 子供施設の民地とその前の歩道
• 広いスペース

• 神社の前の歩道（両側）
• 狭いスペース

一方通行



路面装飾のみ

路面装飾＋什器植栽

路面装飾＋什器植栽（マルシェ・プチマルシェ）

実験の実施（会津若松・大町通り）



路面装飾のみ

路面装飾＋什器植栽

路面装飾＋什器植栽
（マルシェ・プチマルシェ）

実験の実施（会津若松・大町通り）



マルシェ実行委員会による定期開催イベント

約20店舗出店

マルシェより小規模なイベント

約5~10店舗出店

子ども・体験エリア

会津短大幼児向け工作エリア

出店＆休憩エリア

大規模なマルシェと小規模なプチマルシェで比較実験

実験の実施（会津若松・大町通り）



実験の実施（会津若松・大町通り）

熊野神社前 路面装飾のみ



実験の実施（会津若松・大町通り）

ロータス前 路面装飾＋什器・植栽



実験の実施（会津若松・大町通り）

ロータス前 路面装飾＋什器・植栽（マルシェ）



場所 レイアウト
パターン

路面装飾 什器・植栽 賑わいコンテンツ

ロータス前

通常時 - - -

路面装飾のみ 〇 - -

路面装飾＋什器・植栽 〇 〇 -

路面装飾＋什器・植栽

（マルシェ・プチマルシェ）
〇 〇 〇

熊野神社前

通常時 - - -

路面装飾のみ（両側配置） 〇 - -

路面装飾＋什器・植栽（両側配置） 〇 〇 -

路面装飾＋什器・植栽（千鳥配置）

（マルシェ・プチマルシェ）
〇 〇 〇

ロータス前・熊野神社前にてレイアウトを変え、

賑わい創出と歩行者の安全性の確保の検証を行った

実験の実施（会津若松・大町通り）



検証内容 賑わい創出の効果 安全性

定量検証

距離センサー*による

通常時と実験時の歩行者通行量測定

*プライバシー配慮のためカメラではなく、
  距離センサーを使用

スピードガンによる車速測定

ブレーキ有無の確認

定性検証 アンケートによる満足度調査
アンケートによる

ドライバーの運転意識調査

測定中の様子

距離センサー

調査の実施（会津若松・大町通り）



通常時の約7倍の賑わいを創出

• マルシェを開催すると、通常時の約7倍の賑わいが生まれた。

• プチマルシェでも、通常時の約2倍の賑わいが生まれた。

0 50 100 150 200 250 300 350

通常時

路面装飾のみ

路面装飾＋什器・植栽

路面装飾＋什器・植栽（プチマルシェ）

路面装飾＋什器・植栽（マルシェ）

通常時

路面装飾＋什器・植栽
（マルシェ）

(人/h)

一時間当たりの歩行者通行量

約7倍

48人

310人

101人

調査の結果（会津若松・大町通り）

歩行者の通行量



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路面装飾（千鳥）＋什器・植栽

（マルシェ）

路面装飾（千鳥）＋什器・植栽

（プチマルシェ）

路面装飾（両側）＋什器・植栽

路面装飾のみ（両側）

通常時

路面装飾＋什器・植栽

（マルシェ）

路面装飾＋什器・植栽

（プチマルシェ）

路面装飾＋什器・植栽

路面装飾のみ

通常時

~10km/h 11~15km/h 16~20km/h 21~25km/h 26~30km/h

31~35km/h 36~40km/h 41~45km/h 46~50km/h 51~55km/h

ロ
ー
タ
ス
前

熊
野
神
社
前

赤枠：30km/h以下の走行割合
30km/h以下での衝突事故の死亡率は10%以下
(WHO：Speed management）

調査の結果（会津若松・大町通り）

自動車の速度分布



普段と比べてどのくらい減速が

必要だと感じましたか？（n=33）

今回設置したベンチ等はどのあたりから

意識し始めましたか？(n=33)

200m手前から

9%

100m手前から

43%

50m手前から

36%

すぐ手前

から

12%

徐行が必要

48%

軽くブレーキ

程度

31%

アクセルから

足を離す程度

14%

通常通り

7%

• 安全意識に関してアンケートを収集

• 局所的な減速効果のみならず、多くのドライバーに減速が必要であると感じさせた

アンケート対象者：地元バス運転手、関係者知人

調査の結果（会津若松・大町通り）

運転者の安全意識



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路面装飾（千鳥）＋什器・植栽…

路面装飾（千鳥）＋什器・植栽…

路面装飾（両側）＋什器・植栽

路面装飾のみ（両側）

通常時

路面装飾＋什器・植栽…

路面装飾＋什器・植栽…

路面装飾＋什器・植栽

路面装飾のみ

通常時

ロ
ー
タ
ス
前

熊
野
神
社
前

ブレーキ有

• 実験エリア内でブレーキランプが点灯した自動車を目視調査

• 路面装飾＋什器・植栽のみでも、かなりの確率でブレーキを踏んでいる

• また、マルシェ・プチマルシェは進入前からブレーキを踏んでいる

調査の結果（会津若松・大町通り）

ブレーキ率



• 社会実験により、地方都市の狭幅員道路での「居心地が良く歩きた

くなる」空間づくりが可能であることが明らかになった。

• 地方都市の狭幅員道路でも、通常時の約7倍の賑わいを創出し、満足

度の高い空間を提供することが可能である。さらに比較的小規模で

もある程度の賑わいを創出できる。

• 路面装飾のみ、路面装飾＋什器・植栽の順番で自動車の減速に影響

がある。さらに人流量が多いほど、安全な歩行環境の実現に近づく。

• 路面装飾や什器・植栽や人流には、局所的な減速効果のみならず、

多くのドライバーに減速が必要であると感じさせた。

調査の結果（会津若松・大町通り）



5. おわりに



欧州におけるシェアドスペースやスーパーブロック等の先進的な歩車共存型道路空間

の事例や国内の先行事例を参照しながら、回遊性・滞在快適性の高い歩車共存型道路

空間の計画・実装技術を構築することを目的として、以下の研究項目を実施した。

① 欧州におけるシェアドスペースのコンセプトに基づいて計画・設計された道路空

間の利用実態について、動画解析を行った。

② 国内における歩車共存型道路空間の先行事例である山代温泉総湯周辺と道後温泉

駅前、及び祐天寺駅前広場の利用実態について、動画解析を行った。

③ 申請者が関わるフィールド（京都・三条通、会津若松・大町通り）において実施

する社会実験について、交通調査・効果検証を行った。

本研究の成果を今後のまちづくりにフィードバックさせながら、わが国のまちなかに

おける回遊性・滞在快適性の向上に効果的な歩車共存型道路空間のレイアウトや付帯

施設のデザイン、及び交通管理と利活用のマネジメントのあり方を検討し、より円滑

で効果的な歩車共存型道路空間の構築を図ることが期待される。

おわりに



FIN

Special Thanks

• 中央復建コンサルタンツ

• パナソニックホールディングス
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